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少
数
者
の
要
望
に
も

〝
す
ぐ
や
る
課
〞的

対
応
を
。

齊
藤 

健
二
さ
ん
｜
上
町
一

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
ら

沢
山
の
人
に
雫
石
に

観
光
に
来
て
ほ
し
い
。

德
田 

周
一
さ
ん
｜
元
御
所

通
学
路
の

安
全
確
保
を

し
て
ほ
し
い
。

小
谷
地 

昇
さ
ん
｜
中
沼

シ
ニ
ア
世
代
の

雇
用
促
進
に
も
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
。

高
橋 

美
紀
男
さ
ん
｜
東
町

通
学
バ
ス
の

バ
ス
停
が
近
所
に
。

便
利
で
感
謝
。

東
　
淳
樹
さ
ん
｜
矢
櫃

各
産
業
の
後
継
者
育

成
に
取
り
組
む
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

徳
田 

一
夫
さ
ん
｜
元
御
所

公
園
の
よ
う
に
子
ど
も
と
一

緒
に
遊
べ
る
屋
内
施
設
が
あ

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

階
　
祐
子
さ
ん
｜
中
町
一

街
中
か
ら
外
れ
る
と
、

暗
す
ぎ
、防
犯
灯
や

街
路
灯
増
や
し
て
。

高
橋
　
楓
さ
ん
｜
安
庭

矢
櫃
地
区
へ
の

町
水
道
の
整
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

高
橋 

敏
幸
さ
ん
｜
矢
櫃

旧
小
学
校
な
ど
を
活
用

し
て
冬
場
の
練
習
場
に

し
て
ほ
し
い
。

藤
原 

理
一
郎
さ
ん
｜
林

少
子
高
齢
化
で
も

安
心
安
全
な
地
域

づ
く
り
の
支
援
を
。

加
藤 

浩
之
さ
ん
｜
野
中

子
ど
も
達
が
安
心
し
て

遊
べ
る
場
所
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。

上
和
野 

真
央
さ
ん
｜
上
和
野

「
雫
石
か
ら
世
界
を
め
ざ
す
」

が
目
標
で
す
。も
っ
と
ス
ポ
ー

ツ
競
技
者
育
成
に
町
が
全
力

で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

伊
藤 

和
飛
さ
ん
｜
鴬
宿

企
業
誘
致
で
、

雇
用
確
保
、

定
住
で
き
る
町
に
。

山
本 

さ
と
み
さ
ん
｜
篠
崎

止
ま
ら
な
い
人
口
減
少
。

〝
町
〞と
し
て

や
っ
て
い
け
る
の
。

小
志
戸
前 

鮎
さ
ん
｜
山
津
田

次のページは
令和4年度 予算特集

町民参加型の
議会を目指す
あなたの声を
政策に反映します

くまち
町
民の 響声が くまち
町
民の 響声が

さ
い
と
う

け
ん

じ

や
ま
も
と

こ

し

と

ま
え

あ
ゆ

い

と
う

や
ま
と

と
く

た

か
ず

お

た
か
は
し

と
し
ゆ
き

や

び
つ

か

と
う

ひ
ろ
ゆ
き

ふ
じ
わ
ら

り

い
ち
ろ
う

と
く

た

し
ゅ
う
い
ち

た
か
は
し

み

き

お

か
み

わ

の

ま

お

こ

や

ち

の
ぼ
る

あ
ず
ま

あ
つ

き

や

び
つ

た
か
は
し

か
え
で

し
な

ゆ
う

こ

や

び
つ
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令
和
４
年
度
予
算
特
集

　
令
和
４
年
度
予
算
特
別
委
員
会
（
堂
前
義
信
委
員
長
、
徳
田
幸
男
副
委

員
長
）
は
、
令
和
４
年
３
月
９
日
か
ら
４
日
間
で
行
わ
れ
、
一
般
会
計
他

９
会
計
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
雫
石
町
第
三
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
施
策
大
綱
に
つ
い
て
、

重
点
事
業
等
の
質
疑
を
特
集
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

【
徳
田
委
員
】　

本
年
度
、
町

の
小
中
学
校
で
問
題

と
し
て
浮
上
し
て
い

る
い
じ
め
事
案
の
発

生
は
。【

教
育
次
長
】

関
係
者
を
交

え
て
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
案
の

発
生
は
あ
る
。
様
々

な
ケ
ー
ス
に
よ
り
教

育
相
談
員
等
を
交
え

て
対
応
し
て
い
る
。

【
坂
井
委
員
】

学
力
向
上
指

導
事
業
は
、
児
童
生

徒
の
個
々
に
応
じ
た

き
め
細
か
い
指
導
体

制
を
推
進
す
る
と
あ

る
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
推
進
す
る

の
か
。

【
坂
井
委

員
】
婚
活

イ
ベ
ン
ト
運
営
事

業
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
事
業
か
。

【
総
合
福

祉
課
長
】

少
子
化
対
策
の
一

環
で
、
町
の
未
婚

の
方
を
対
象
と
し

て
年
２
回
く
ら
い

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
最
終
的

に
は
結
婚
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

【
横
手
委

員
】
結
婚

新
生
活
支
援
補
助

金
の
活
用
実
績
と

周
知
は
。

【
教
育
長
】
学
力
向
上
推
進

監
を
配
置
し
て
、
個
別
の
教

科
指
導
に
よ
り
理
解
力
を
深
め
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
行

う
。
さ
ら
に
授
業
を
中
心
と
し
て
教

師
の
指
導
力
の
向
上
を
図
る
。

【
岡
本
委
員
】
生
涯
健
幸
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

事
業
の
内
容
は
。

【
政
策
推
進
課
長
】
高
齢
者

の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
保
健
福

祉
部
門
が
中
心
と
な
り
、
担
当
者
会

議
、
企
画
、
運
営
な
ど
関
係
課
が
連

携
し
て
進
め
て
い
く
。

【
上
野
委
員
】
岩
手
山
ろ
く

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
来

年
度
の
開
催
は
。

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】

本
年
５
月
開
催
予
定
の
岩
手

山
ろ
く
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
す
る
。

学
び
を
通
し
て

生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち《
教
育
》

い
き
い
き
と 

と
も
に
幸
せ
を

感
じ
る
ま
ち《
保
健・医
療・福
祉
》

答

答

答答 答

教

保

教

保

教教
3年連続で中止が決まったファミリーマラソン

今後は各地域で開催される敬老会
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【
幅
委
員
】
未
来
へ
つ
な
ぐ

農
業
応
援
事
業
補
助
金
は
、

前
年
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
に
拡
充

し
て
い
く
の
か
。

親
元
就
農
支
援
の
継
続
、
農
産
加
工

の
機
械
等
の
導
入
へ
の
支
援
と
い
う

こ
と
で
、
前
年
度
よ
り
予
算
を
増
や

し
た
。【

大
村
委
員
】
農
業
指
導
セ

ン
タ
ー
の
組
織
機
構
を
改
編

し
て
、
国
や
県
か
ら
の
職
員
派
遣
で
、

町
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
は
。

【
農
林
課
長
】
農
業
指
導
セ

ン
タ
ー
は
、
農
家
を
応
援
で

き
る
十
分
な
体
制
で
あ
り
、
当
面
は

今
の
体
制
で
い
く
。

【
杉
澤
委
員
】
町
産
材
利
用

促
進
事
業
費
補
助
金
は
活
用

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

の
理
由
は
。

【
農
林
課
長
】
単
年
度
ご
と

の
事
業
で
、
新
築
さ
れ
る

方
々
は
年
度
を
ま
た
ぐ
こ
と
も
あ
り

使
い
づ
ら
い
と
い
う
声
も
あ
る
。
新

年
度
に
向
け
て
要
綱
を
改
正
し
て
、

年
度
を
ま
た
い
だ
場
合
で
も
活
用
し

や
す
い
制
度
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
徳
田
委
員
】
ア
ウ
ト
ド
ア

観
光
基
盤
整
備
事
業
委
託
料

は
大
き
な
予
算
を
伴
う
が
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
ア
ウ
ト

ド
ア
の
人
気
と
い
う
観
点
か

ら
、
２
年
に
わ
た
り
行
っ
た
エ
ン

ジ
ョ
イ
パ
ス
ポ
ー
ト
等
を
合
わ
せ
た

【
農
林
課
長
】
予
算
額
を
前

年
よ
り
増
額
し
た
と
い
う

意
味
合
い
で
の
拡
充
で
あ
る
。
事
業

内
容
は
農
業
後
継
者
の
育
成
、
研
修
、

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
町
の

自
然
の
魅
力
を
発
信
す
る
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
く
。

【
西
田
委
員
】
来
年
度
、
全

国
和
牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ

る
が
、町
と
し
て
の
取
り
組
み
状
況
は
。

【
農
林
課
長
】
10
月
に
鹿
児

島
で
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛

共
進
会
へ
は
、
７
月
に
行
わ
れ
る
県

の
最
終
選
考
会
で
選
抜
さ
れ
た
数
頭

が
出
場
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
出

場
が
決
ま
っ
た
場
合
、
９
月
補
正
で

全
国
大
会
行
き
の
予
算
を
計
上
す
る

予
定
で
準
備
し
て
い
る
。

【
坂
下
委
員
】
町
の
企
業
誘

致
の
考
え
方
に
つ
い
て
、「
地

域
の
自
然
と
調
和
し
た
企
業
の
誘
致

を
進
め
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
解
釈

と
町
の
方
向
性
は
。

【
総
合
福
祉
課
長
】
補
助
金

に
関
す
る
相
談
は
あ
っ
た
が

活
用
実
績
は
な
い
。
周
知
は
町
の
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
広
く
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
検
討
を
加
え
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。【

古
舘
委
員
】
来
年
度
か
ら

敬
老
事
業
助
成
金
を
創
設
し
、

各
地
域
で
実
施
す
る
敬
老
会
に
助
成

す
る
こ
と
と
な
る
が
、
対
象
年
齢
を

75
歳
以
上
と
設
定
せ
ず
70
歳
以
上
と

す
る
な
ど
弾
力
的
に
運
用
し
て
は
。

【
総
合
福
祉
課
長
】
75
歳
以

上
を
対
象
と
し
て
事
業
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
、

そ
の
都
度
精
査
を
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
く
。

【
金
子
委
員
】
町
が
運
営
し

て
い
る
保
育
所
で
大
規
模
な

修
繕
等
を
検
討
し
て
い
る
施
設
は
。

【
子
ど
も
子
育
て
支
援
室
長
】

今
年
度
は
大
規
模
な
修
繕
の

予
定
は
な
い
。
大
規
模
修
繕
に
つ
い

て
は
５
か
年
計
画
の
中
で
予
定
を
立

て
て
進
め
て
い
る
。

産
業
を
通
じ
て
豊
か
さ
を
実
感
し

笑
顔
で
稼
ぐ
ま
ち《
産
業
》

答

答

答答答

答

答答

産

産

産

産産産

保

保

自動化で未来へつなぐ雫石農業を

前回に続き出場が期待される全国和牛共進会



6しずくいし議会だより No.121しずくいし議会だより No.1217

て
い
る
か
。

【
地
域
整
備
課
長
】
補
修
箇

所
が
多
く
な
れ
ば
例
年
補
正

予
算
で
対
応
し
て
お
り
、
来
年
度
に

お
い
て
も
状
況
に
応
じ
て
補
正
予
算

で
対
応
し
た
い
。

【
横
手
委
員
】
来
年
度
か
ら

行
う
運
転
免
許
返
納
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
内
容
は
。

【
地
域
づ
く
り
推
進
課
長
】

免
許
返
納
対
策
と
し
て
、
免

許
の
返
納
者
及
び
返
納
済
み
の
方
を

【
観
光
商
工
課
長
】
地
域
の

自
然
と
調
和
し
た
企
業
の
誘

致
と
い
う
考
え
方
は
、
雫
石
の
恵
み

や
自
然
あ
る
い
は
資
源
を
活
用
で
き

る
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
と
い
う
こ

助
成
が
減
額
見
直
し
と
な
る
。
町
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る
か
。

【
農
林
課
長
】
雫
石
町
地
域

農
業
再
生
協
議
会
の
産
地
交

付
金
加
算
は
あ
り
得
る
と
い
う
考
え

と
で
あ
る
。
雫
石
町
企
業
立
地
推
進

ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
て
企
業
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

【
坂
井
委
員
】
畜
産
業
費
の

永
年
牧
草
に
係
る
戦
略
作
物

も
示
さ
れ
て
い
る
。
令
和
４
年
度
産

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ル
ー
ル
が
確

定
し
て
い
る
の
で
、
令
和
５
年
度
産

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
し
て
い

く
。

産

答

答

答答 答

【
横
手
委
員
】
消
防
団
員
の

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、

団
員
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

【
防
災
課
長
】
来
年
度
か
ら

消
防
防
災
専
門
員
１
名
を
会

計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
配
置
し
、

消
防
団
員
の
確
保
及
び
訓
練
を
強
化

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う
。

【
岩
持
委
員
】
道
路
に
穴
が

開
く
な
ど
大
変
傷
ん
で
い
る

箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
補

修
に
か
か
る
予
算
を
ど
の
よ
う
に
見

【
大
村
委
員
】
生
森
山
に
は

国
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
た

記
念
碑
や
作
業
小
屋
が
あ
る
が
、
手

入
れ
が
さ
れ
て
お
ら
ず
荒
れ
て
い
る
。

町
の
職
員
も
掃
除
や
刈
り
払
い
な
ど

を
し
て
は
。

【
農
林
課
長
】
七
ツ
森
周
辺

の
刈
り
払
い
業
務
は
業
者
に

委
託
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
記
念

碑
や
作
業
小
屋
の
刈
り
払
い
を
年
に

１
回
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
職
員
も

対
応
し
た
い
。

み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て

安
全
に
住
め
る
ま
ち《
安
全・安
心
》

豊
か
で
誇
れ
る
自
然
を
守
り
育
て

子
ど
も
た
ち
に
つ
な
い
で
い
く
ま
ち《
環
境
》

答 安安 環

安

企業誘致された菊の司酒造雫石工場完成イメージ

対
象
に
１
回
限
り
５
０
０
０
円
を
公

共
交
通
の
利
用
券
と
い
う
形
で
交
付

す
る
も
の
で
あ
る
。

【
岡
本
委
員
】
防
犯
交
通
安

全
施
設
設
置
工
事
の
内
容
は
。

【
防
災
課
長
】
防
犯
交
通
安

全
施
設
設
置
検
討
懇
談
会
に

お
い
て
必
要
箇
所
を
選
定
し
、
防
犯

街
灯
、
赤
色
回
転
灯
、
防
犯
街
灯
付

防
犯
カ
メ
ラ
等
を
設
置
す
る
も
の
で

あ
る
。【

岩
持
委
員
】
令
和
４
年
度

は
１
０
２
億
４
千
万
円
の
大

型
予
算
で
あ
る
が
、
基
金
残
高
の
減

少
と
町
債
の
発
行
増
加
に
な
っ
て
い

る
。
財
政
計
画
に
問
題
は
な
い
か
。

【
町
長
】
コ
ロ
ナ
禍
で
の
事

業
計
画
を
先
延
ば
し
す
れ
ば

次
世
代
に
課
題
を
残
す
た
め
、
今
で

き
る
計
画
は
実
行
し
た
い
。

【
岩
持
委
員
】
町
の
い
い
と

こ
ろ
を
全
面
的
に
町
外
に

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
観
光
面
で
は
全
国

の
中
で
北
東
北
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
ま
だ
ま
だ
Ｐ
Ｒ
不

足
で
あ
り
、
今
後
国
内
全
域
に
向
け

て
情
報
発
信
を
し
た
い
。

答答 答 安総括総括
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議決結果等一覧

令和４年第２回雫石町議会定例会｜議決結果等一覧　会期：２月24日（木）～３月16日（水）

議案等
番　号

議員名

件名

金
子
一
男

坂
井
尚
樹

徳
田
幸
男

岡
本
忠
美

古
舘
謙
護

幅
　
秀
哉

堂
前
義
信

横
手
寿
明

岩
持
清
美

杉
澤
敏
明

西
田
征
洋

大
村
昭
東

坂
下
栄
一

上
野
三
四
二

議
決
結
果

議 案
第 3号

雫石町特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例等の一部
改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第 6 号 雫石町民憩の家鴬宿集会所条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● 可

決

議 案
第11号 令和３年度雫石町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第12号 令和３年度雫石町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第13号 令和３年度雫石町御明神財産区特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第15号 令和３年度雫石町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第16号

令和３年度雫石町介護保険介護サービス事業勘定特別会計補正
予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第17号 令和３年度雫石町立雫石診療所特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第18号 令和３年度雫石町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第21号 令和４年度雫石町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第22号 令和４年度雫石町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第23号 令和４年度雫石町御明神財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第25号 令和４年度雫石町介護保険事業勘定特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第26号 令和４年度雫石町介護保険介護サービス事業勘定特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第28号 令和４年度雫石町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第39号

公の施設の指定管理者の指定に関し議決を求めることについて
（雫石町民憩の家鴬宿集会所） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第43号

公の施設の指定管理者の指定に関し議決を求めることについて
（七ツ森地域交流センター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※加藤議長は採決には加わりません。
★その他の議案、発議については、全議員が賛成いたしました。
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令
和
４
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
24
日
か
ら
３
月

16
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
及
び
廃
止
10

件
、
補
正
予
算
11
件
、
当
初
予
算
10
件
、
そ
の
他
14

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
の
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
断
固
抗
議
す
る
決
議
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
予
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
堂
前

義
信
、
副
委
員
長
：
徳
田
幸
男
）
は
、
10
件
の
当
初

予
算
を
審
議
し
、
全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
10
人
が
登
壇
し
、
町
民
の
た
め
に

適
切
な
町
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
町
当
局
の

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和4年度当初予算

会計名 予算額（対前年比）

一般会計 102億4,000万円
（2億5,000万円増）

国民健康保険
特別会計

17億6,000万円
（6,100万円減）

御明神財産区
特別会計

417万円
（996万2千円減）

簡易水道事業
特別会計

1,378万7千円
（172万1千円減）

介護保険特別勘定
特別会計

20億5,922万3千円
（7,802万2千円増）

介護保険
介護サービス

事業勘定特別会計
1,059万2千円
（60万6千円増）

雫石町立雫石診療所
特別会計

3億7,593万7千円
（346万2千円減）

後期高齢者医療
特別会計

2億200万円
（1,600万円増）

水道事業会計 7億2,978万9千円
（1億1,396万円増）

下水道事業会計 13億4,656万3千円
（1,237万9千円減）

合　計 167億4,206万1千円
（3億7,006万４千円増）

町
民
憩
い
の
家
鴬
宿
集
会
所
条
例
の
一
部
改

正
町
民
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
、
現
在
の
年
額
世
帯
券

（
１
世
帯
年
額
３
７
７
０
円
）
を
廃
止
し
て
、
月
額
個

人
券
（
１
人
月
額
５
５
０
円
）
を
設
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

町
出
産
祝
金
条
例
の
一
部
改
正

出
産
祝
金
を
支
給
す
る
対
象
者
を
第
３
子
以
降
と

し
て
い
た
も
の
を
第
１
子
か
ら
と
拡
大
し
、
10
万
円
の

支
給
額
の
２
分
の
１
を
商
品
券
で
給
付
し
て
い
た
も
の

を
全
額
現
金
給
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、
班
長
及
び
団

員
の
年
額
報
酬
を
国
の
基
準
額
相
当
の
額
（
班
長
は
４

３
０
０
０
円
、
団
員
は
３
７
０
０
０
円
）
に
改
定
す
る

ほ
か
、
出
動
報
酬
等
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
企
業
立
地
促
進
奨
励
事
業
費
補
助
金
交
付

要
綱
の
制
定

企
業
の
立
地
を
促
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
企
業
が
町
内
に
工
場
又
は
事

業
所
を
新
設
す
る
場
合
に
企
業
が
要
す
る
費
用
に
対

し
、
補
助
金
（
上
限
１
億
円
）
を
交
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。（
当
初
予
算
に
交
付
対
象
者
：
菊
の
司
酒

造
株
式
会
社
、
交
付
額
５
０
０
０
０
千
円
を
計
上
）

【
古
舘
議
員
】
消
防
団
団
員
、
班
長
の
年
報
酬
は
改

定
さ
れ
て
い
る
が
、
団
長
、
副
団
長
、
分
団
長
等

の
改
定
に
つ
い
て
の
検
討
経
過
は
。

【
防
災
課
長
】
処
遇
改
善
と
い
う
こ
と
で
、
団
員
の

報
酬
の
改
善
が
メ
イ
ン
、
団
長
か
ら
部
長
ま
で
の

年
報
酬
の
改
定
は
県
内
大
半
が
現
状
の
ま
ま
と
い
う
実
態

や
近
隣
市
町
村
と
の
協
議
等
に
よ
り
現
状
維
持
と
し
た
。

【
岩
持
議
員
】
橋
場
辺
地
整
備
計
画
に
足
湯
の
計
画

が
あ
る
と
思
う
が
、
町
で
整
備
す
る
の
か
。
ど
の

辺
に
整
備
の
予
定
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
足
湯
の
新
設
を
計
画
し
て
お
り
、

町
で
整
備
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
図
面
は

未
作
成
で
あ
る
が
、
道
の
駅
雫
石
あ
ね
っ
こ
敷
地
内
の
蕎

麦
屋
の
川
寄
り
の
近
辺
を
検
討
中
で
あ
る
。

　
こ
こ
数
年
、
町
債
が
公
債
費
を
上
回
り
、
借
金
の
積

み
増
し
に
な
っ
て
い
る
。
借
金
増
に
な
る
町
の
体
質
を

解
消
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
損
失
の

あ
る
農
家
へ
の
補
填
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
米

価
の
大
幅
下
落
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見

直
し
に
困
る
農
家
の
離
農
が
な
い
よ
う
に
要
望
す
る
。

ま
た
、
特
別
会
計
の
国
民
健
康
保
険
の
子
ど
も
の
均
等

割
の
税
金
の
免
除
等
に
課
題
が
あ
る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
や
資
源
の
中
、
出
産
祝
金
と
し
て
第

１
子
か
ら
10
万
円
の
給
付
を
創
設
し
た
こ
と
、
若
者
向

け
の
新
た
な
定
住
促
進
住
宅
用
地
の
提
供
体
制
の
検

討
開
始
、
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ニ
ュ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
た
交
流
人
口
の
拡
大
促
進
事
業
は
高
い
効
果
を
期

待
で
き
る
。
七
ツ
森
の
町
有
地
や
上
長
山
の
町
有
地
の

民
間
へ
の
貸
付
け
に
よ
る
企
業
誘
致
、
昇
瀬
橋
の
架
け

替
え
工
事
な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み
は
大
き
な
期
待

が
持
て
る
予
算
で
あ
る
。

3月定例会のあらまし

「未来につなぐ」
まちづくり
若者の移住定住や
少子化対策等を推進

・若
者
向
け
の
定
住
促
進
住
宅
用
地
の

提
供
体
制
を
検
討

・ア
ー
チ
ェ
リ
ー
射
場
整
備
、ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー（
旧
南
畑
小
学
校
）環
境
整
備

・昇
瀬
橋
の
架
け
替
え
事
業
を
継
続

令
和
４
年
度
予
算
総
額
１
６
７
億
４
２
０
６
万
１
千
円
を
可
決

こ
こ
が
変
わ
る

討
論
要
旨

町
債
が

公
債
費
を
上
回
り
、

借
金
の
積
み
増
し
で
は

反
対

【
西
田
征
洋
議
員
】

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た

産
業
振
興
等
の
取
り
組
み

賛
成

【
徳
田
幸
男
議
員
】

QQ AA 主
な
質
疑

利用料金改定の町民憩の家鴬宿集会所

工事が進む昇瀬橋架け替え事業
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令
和
４
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
24
日
か
ら
３
月

16
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
及
び
廃
止
10

件
、
補
正
予
算
11
件
、
当
初
予
算
10
件
、
そ
の
他
14

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
の
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
断
固
抗
議
す
る
決
議
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
予
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
堂
前

義
信
、
副
委
員
長
：
徳
田
幸
男
）
は
、
10
件
の
当
初

予
算
を
審
議
し
、
全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
10
人
が
登
壇
し
、
町
民
の
た
め
に

適
切
な
町
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
町
当
局
の

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和4年度当初予算

会計名 予算額（対前年比）

一般会計 102億4,000万円
（2億5,000万円増）

国民健康保険
特別会計

17億6,000万円
（6,100万円減）

御明神財産区
特別会計

417万円
（996万2千円減）

簡易水道事業
特別会計

1,378万7千円
（172万1千円減）

介護保険特別勘定
特別会計

20億5,922万3千円
（7,802万2千円増）

介護保険
介護サービス

事業勘定特別会計
1,059万2千円
（60万6千円増）

雫石町立雫石診療所
特別会計

3億7,593万7千円
（346万2千円減）

後期高齢者医療
特別会計

2億200万円
（1,600万円増）

水道事業会計 7億2,978万9千円
（1億1,396万円増）

下水道事業会計 13億4,656万3千円
（1,237万9千円減）

合　計 167億4,206万1千円
（3億7,006万４千円増）

町
民
憩
い
の
家
鴬
宿
集
会
所
条
例
の
一
部
改

正
町
民
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
、
現
在
の
年
額
世
帯
券

（
１
世
帯
年
額
３
７
７
０
円
）
を
廃
止
し
て
、
月
額
個

人
券
（
１
人
月
額
５
５
０
円
）
を
設
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

町
出
産
祝
金
条
例
の
一
部
改
正

出
産
祝
金
を
支
給
す
る
対
象
者
を
第
３
子
以
降
と

し
て
い
た
も
の
を
第
１
子
か
ら
と
拡
大
し
、
10
万
円
の

支
給
額
の
２
分
の
１
を
商
品
券
で
給
付
し
て
い
た
も
の

を
全
額
現
金
給
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、
班
長
及
び
団

員
の
年
額
報
酬
を
国
の
基
準
額
相
当
の
額
（
班
長
は
４

３
０
０
０
円
、
団
員
は
３
７
０
０
０
円
）
に
改
定
す
る

ほ
か
、
出
動
報
酬
等
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
企
業
立
地
促
進
奨
励
事
業
費
補
助
金
交
付

要
綱
の
制
定

企
業
の
立
地
を
促
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
企
業
が
町
内
に
工
場
又
は
事

業
所
を
新
設
す
る
場
合
に
企
業
が
要
す
る
費
用
に
対

し
、
補
助
金
（
上
限
１
億
円
）
を
交
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。（
当
初
予
算
に
交
付
対
象
者
：
菊
の
司
酒

造
株
式
会
社
、
交
付
額
５
０
０
０
０
千
円
を
計
上
）

【
古
舘
議
員
】
消
防
団
団
員
、
班
長
の
年
報
酬
は
改

定
さ
れ
て
い
る
が
、
団
長
、
副
団
長
、
分
団
長
等

の
改
定
に
つ
い
て
の
検
討
経
過
は
。

【
防
災
課
長
】
処
遇
改
善
と
い
う
こ
と
で
、
団
員
の

報
酬
の
改
善
が
メ
イ
ン
、
団
長
か
ら
部
長
ま
で
の

年
報
酬
の
改
定
は
県
内
大
半
が
現
状
の
ま
ま
と
い
う
実
態

や
近
隣
市
町
村
と
の
協
議
等
に
よ
り
現
状
維
持
と
し
た
。

【
岩
持
議
員
】
橋
場
辺
地
整
備
計
画
に
足
湯
の
計
画

が
あ
る
と
思
う
が
、
町
で
整
備
す
る
の
か
。
ど
の

辺
に
整
備
の
予
定
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
足
湯
の
新
設
を
計
画
し
て
お
り
、

町
で
整
備
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
図
面
は

未
作
成
で
あ
る
が
、
道
の
駅
雫
石
あ
ね
っ
こ
敷
地
内
の
蕎

麦
屋
の
川
寄
り
の
近
辺
を
検
討
中
で
あ
る
。

　
こ
こ
数
年
、
町
債
が
公
債
費
を
上
回
り
、
借
金
の
積

み
増
し
に
な
っ
て
い
る
。
借
金
増
に
な
る
町
の
体
質
を

解
消
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
損
失
の

あ
る
農
家
へ
の
補
填
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
米

価
の
大
幅
下
落
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見

直
し
に
困
る
農
家
の
離
農
が
な
い
よ
う
に
要
望
す
る
。

ま
た
、
特
別
会
計
の
国
民
健
康
保
険
の
子
ど
も
の
均
等

割
の
税
金
の
免
除
等
に
課
題
が
あ
る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
や
資
源
の
中
、
出
産
祝
金
と
し
て
第

１
子
か
ら
10
万
円
の
給
付
を
創
設
し
た
こ
と
、
若
者
向

け
の
新
た
な
定
住
促
進
住
宅
用
地
の
提
供
体
制
の
検

討
開
始
、
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ニ
ュ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
た
交
流
人
口
の
拡
大
促
進
事
業
は
高
い
効
果
を
期

待
で
き
る
。
七
ツ
森
の
町
有
地
や
上
長
山
の
町
有
地
の

民
間
へ
の
貸
付
け
に
よ
る
企
業
誘
致
、
昇
瀬
橋
の
架
け

替
え
工
事
な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み
は
大
き
な
期
待

が
持
て
る
予
算
で
あ
る
。

3月定例会のあらまし

「未来につなぐ」
まちづくり
若者の移住定住や
少子化対策等を推進

・若
者
向
け
の
定
住
促
進
住
宅
用
地
の

提
供
体
制
を
検
討

・ア
ー
チ
ェ
リ
ー
射
場
整
備
、ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー（
旧
南
畑
小
学
校
）環
境
整
備

・昇
瀬
橋
の
架
け
替
え
事
業
を
継
続

令
和
４
年
度
予
算
総
額
１
６
７
億
４
２
０
６
万
１
千
円
を
可
決

こ
こ
が
変
わ
る

討
論
要
旨

町
債
が

公
債
費
を
上
回
り
、

借
金
の
積
み
増
し
で
は

反
対

【
西
田
征
洋
議
員
】

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た

産
業
振
興
等
の
取
り
組
み

賛
成

【
徳
田
幸
男
議
員
】

QQ AA 主
な
質
疑

利用料金改定の町民憩の家鴬宿集会所

工事が進む昇瀬橋架け替え事業
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ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議
　ロシアによるウクライナへの侵攻は、国際社会の平和と安全を脅かす、断じて容認す
ることができない暴挙である。
　このような力による一方的な現状変更は、明白な国際法違反であり、国際社会の秩序
の根幹を揺るがすもので、看過できるものではない。
　よって雫石町議会は、ロシアによる軍事的暴挙に対し、抗議の意を強く表明するとと
もに、ロシア軍の即時、完全、無条件の撤退を強く求める。
　昭和60年に雫石町が宣言している「非核平和都市宣言」に基づく、世界の恒久平和の実
現を強く希求する。
　以上、決議する。
　　令和4年3月8日

岩手県雫石町議会

人
権
擁
護
委
員
２
名
の
推
薦
に
適
任
で
あ
る

と
答
申

・
氏
名
：
林
　
　
　
秀
一
郎 

氏
（
再
任
）

行
政
区
：
駅
前

・
氏
名
：
松
　
木
　
里
　
子 

氏
（
再
任
）

行
政
区
：
林
崎

【
上
野
議
員
】
食
用
米
の
生
産
者
支
援

金
は
10
㌃
当
た
り
２
０
０
０
円
で
あ
る

が
、
滝
沢
市
の
場
合
は
５
７
０
０
円
と
報
道

が
あ
っ
た
。
町
の
積
算
根
拠
は
。

【
農
林
課
長
】
出
荷
経
費
等
の
一
部
助
成

で
あ
る
。
あ
き
た
こ
ま
ち
の
概
算
金
で

は
10
㌃
当
た
り
２
４
０
０
０
円
程
度
の
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
町
の
財
源
と
し
て
は
、
最
大

限
の
支
援
と
考
え
て
い
る
。

【
徳
田
議
員
】
今
年
度
は
、
降
雪
量
が

非
常
に
多
い
が
、
通
学
路
の
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
敷
か
れ
て

い
る
通
学
路
の
除
雪
は
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

の
確
保
に
配
慮
し
除
雪
し
て
い
る
の
か
。

【
地
域
整
備
課
長
】
通
学
路
の
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
は
町
内
に
３
か
所
で
あ
る

が
、
学
校
の
冬
休
み
明
け
に
合
わ
せ
て
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
を
中
心
に
排
雪
作
業
を
し
て
い
る
。

通
常
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
優
先
で
は
な
く
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
含
め
た
通
学
路
全
体
の
作
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

が
決
定

○
雫
石
町
老
人
憩
い
の
家
鴬
宿
荘

（
株
）寿
広
（
代
表
取
締
役
　
太
野

真
一
）
に
継
続
（
指
定
期
間
２
年
）

○
雫
石
町
南
畑
地
区
農
林
産
物
処

理
加
工
施
設

雫
石
創
作
農
園
組
合（
代
表
　
福

本
幸
子
）に
継
続（
指
定
期
間
４

年
）

○
雫
石
町
伝
統
文
化
保
存
伝
承
交

流
セ
ン
タ
ー

雫
石
町
伝
統
文
化
保
存
伝
承
交
流

セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会
に
継

続（
指
定
期
間
４
年
）

○
雫
石
町
飲
料
水
供
給
施
設

　（
盆
花
飲
料
水
供
給
施
設
）

盆
花
地
区
簡
易
給
水
施
設
利
用
組

合
（
組
合
長
　
吉
澤
貞
男
）
に
継

続
（
指
定
期
間
４
年
）

○
し
ず
く
い
し
ア
グ
リ
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー

新
岩
手
農
業
協
同
組
合
（
代
表
理

事
組
合
長
　
畑
中
新
吉
）
に
継
続

（
指
定
期
間
４
年
）

○
雫
石
町
民
憩
い
の
家

　
鴬
宿
集
会
所

鴬
宿
温
泉
開
発（
株
）（
代
表
取
締

役
　
若
林
武
文
）に
継
続（
指
定
期

間
４
年
）

○
雫
石
町
地
域
交
流
拠
点
施
設
・

　
雫
石
町
農
村
資
源
活
用
施
設

　（
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
）

（
株
）し
ず
く
い
し（
代
表
取
締
役
　

大
橋
良
二
）に
継
続（
指
定
期
間
４

年
）

○
網
張
温
泉
あ
り
ね
山
荘

西
山
牧
野
農
業
協
同
組
合
（
代
表

理
事
組
合
長
　
松
原
久
美
）
に
継

続
（
指
定
期
間
４
年
）

○
雫
石
町
総
合
運
動
公
園

一
般
財
団
法
人
雫
石
町
体
育
協
会

（
会
長
　
米
田
武
美
）
に
継
続
（
指

定
期
間
４
年
）

○
七
ツ
森
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ト（
株
）（
代

表
取
締
役
　
丸
山
一
孝
）に
新
規

（
指
定
期
間
４
年
）

令和4年第1回臨時会｜1月1９日

○一般会計補正予算（第8号）

■主な補正予算の内訳

110億3,539万円

補正前の額

2億5,663万3千円

補正額

112億9,202万3千円

計

・住民税非課税世帯等臨時特別給付金 1億8,240万円
・主食用米生産者緊急支援追加給付金 1,849万4千円
・観光施設等感染防止対策事業支援金 800万円
・道路除排雪業務委託料（増） 4,700万円

　令和４年第1回臨時会が令和４年1月19日開かれ、令和3年度一
般会計補正予算（第 8 号）、雫石町役場庁舎空調改修工事の請負契
約の締結に関し議決を求めることについて全員賛成で可決しました。 

一般質問
って何？
※一般質問は、議員が町政に関して報告や説明を求めたり、
疑問をただしたりするもので、大事な議員活動です。
年4回（原則、3月、6月、9月、12月）の定例会ごとに
実施しており、臨時会ではできません。

事前通告 議員は、開会日10日前までに文書で通告することになっています。

持ち時間 議員一人につき、60分以内と設定しています。
その中で、質問と町長からの答弁、再質問とそれに対する答弁を行います。

質 問 順 抽選で決定します。

QA

QA

主
な
質
疑

指
定
管
理

一般質問って何？

№3教えて、
議会のこと！

特 集

令和３年度に新たに導入された除雪車両

南畑地区農林産物処理加工施設

雫石町伝統文化保存伝承交流センター

道の駅 雫石あねっこ

答
申は

や
し

し
ゅ
う
い
ち
ろ
う

ま
つ

き

さ
と

こ
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ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議
　ロシアによるウクライナへの侵攻は、国際社会の平和と安全を脅かす、断じて容認す
ることができない暴挙である。
　このような力による一方的な現状変更は、明白な国際法違反であり、国際社会の秩序
の根幹を揺るがすもので、看過できるものではない。
　よって雫石町議会は、ロシアによる軍事的暴挙に対し、抗議の意を強く表明するとと
もに、ロシア軍の即時、完全、無条件の撤退を強く求める。
　昭和60年に雫石町が宣言している「非核平和都市宣言」に基づく、世界の恒久平和の実
現を強く希求する。
　以上、決議する。
　　令和4年3月8日

岩手県雫石町議会

人
権
擁
護
委
員
２
名
の
推
薦
に
適
任
で
あ
る

と
答
申

・
氏
名
：
林
　
　
　
秀
一
郎 

氏
（
再
任
）

行
政
区
：
駅
前

・
氏
名
：
松
　
木
　
里
　
子 
氏
（
再
任
）

行
政
区
：
林
崎

【
上
野
議
員
】
食
用
米
の
生
産
者
支
援

金
は
10
㌃
当
た
り
２
０
０
０
円
で
あ
る

が
、
滝
沢
市
の
場
合
は
５
７
０
０
円
と
報
道

が
あ
っ
た
。
町
の
積
算
根
拠
は
。

【
農
林
課
長
】
出
荷
経
費
等
の
一
部
助
成

で
あ
る
。
あ
き
た
こ
ま
ち
の
概
算
金
で

は
10
㌃
当
た
り
２
４
０
０
０
円
程
度
の
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
町
の
財
源
と
し
て
は
、
最
大

限
の
支
援
と
考
え
て
い
る
。

【
徳
田
議
員
】
今
年
度
は
、
降
雪
量
が

非
常
に
多
い
が
、
通
学
路
の
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
敷
か
れ
て

い
る
通
学
路
の
除
雪
は
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

の
確
保
に
配
慮
し
除
雪
し
て
い
る
の
か
。

【
地
域
整
備
課
長
】
通
学
路
の
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
は
町
内
に
３
か
所
で
あ
る

が
、
学
校
の
冬
休
み
明
け
に
合
わ
せ
て
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
を
中
心
に
排
雪
作
業
を
し
て
い
る
。

通
常
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
優
先
で
は
な
く
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
含
め
た
通
学
路
全
体
の
作
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

が
決
定

○
雫
石
町
老
人
憩
い
の
家
鴬
宿
荘

（
株
）寿
広
（
代
表
取
締
役
　
太
野

真
一
）
に
継
続
（
指
定
期
間
２
年
）

○
雫
石
町
南
畑
地
区
農
林
産
物
処

理
加
工
施
設

雫
石
創
作
農
園
組
合（
代
表
　
福

本
幸
子
）に
継
続（
指
定
期
間
４

年
）

○
雫
石
町
伝
統
文
化
保
存
伝
承
交

流
セ
ン
タ
ー

雫
石
町
伝
統
文
化
保
存
伝
承
交
流

セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会
に
継

続（
指
定
期
間
４
年
）

○
雫
石
町
飲
料
水
供
給
施
設

　（
盆
花
飲
料
水
供
給
施
設
）

盆
花
地
区
簡
易
給
水
施
設
利
用
組

合
（
組
合
長
　
吉
澤
貞
男
）
に
継

続
（
指
定
期
間
４
年
）

○
し
ず
く
い
し
ア
グ
リ
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー

新
岩
手
農
業
協
同
組
合
（
代
表
理

事
組
合
長
　
畑
中
新
吉
）
に
継
続

（
指
定
期
間
４
年
）

○
雫
石
町
民
憩
い
の
家

　
鴬
宿
集
会
所

鴬
宿
温
泉
開
発（
株
）（
代
表
取
締

役
　
若
林
武
文
）に
継
続（
指
定
期

間
４
年
）

○
雫
石
町
地
域
交
流
拠
点
施
設
・

　
雫
石
町
農
村
資
源
活
用
施
設

　（
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
）

（
株
）し
ず
く
い
し（
代
表
取
締
役
　

大
橋
良
二
）に
継
続（
指
定
期
間
４

年
）

○
網
張
温
泉
あ
り
ね
山
荘

西
山
牧
野
農
業
協
同
組
合
（
代
表

理
事
組
合
長
　
松
原
久
美
）
に
継

続
（
指
定
期
間
４
年
）

○
雫
石
町
総
合
運
動
公
園

一
般
財
団
法
人
雫
石
町
体
育
協
会

（
会
長
　
米
田
武
美
）
に
継
続
（
指

定
期
間
４
年
）

○
七
ツ
森
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ト（
株
）（
代

表
取
締
役
　
丸
山
一
孝
）に
新
規

（
指
定
期
間
４
年
）

令和4年第1回臨時会｜1月1９日

○一般会計補正予算（第8号）

■主な補正予算の内訳

110億3,539万円

補正前の額

2億5,663万3千円

補正額

112億9,202万3千円

計

・住民税非課税世帯等臨時特別給付金 1億8,240万円
・主食用米生産者緊急支援追加給付金 1,849万4千円
・観光施設等感染防止対策事業支援金 800万円
・道路除排雪業務委託料（増） 4,700万円

　令和４年第1回臨時会が令和４年1月19日開かれ、令和3年度一
般会計補正予算（第 8 号）、雫石町役場庁舎空調改修工事の請負契
約の締結に関し議決を求めることについて全員賛成で可決しました。 

一般質問
って何？
※一般質問は、議員が町政に関して報告や説明を求めたり、
疑問をただしたりするもので、大事な議員活動です。
年4回（原則、3月、6月、9月、12月）の定例会ごとに
実施しており、臨時会ではできません。

事前通告 議員は、開会日10日前までに文書で通告することになっています。

持ち時間 議員一人につき、60分以内と設定しています。
その中で、質問と町長からの答弁、再質問とそれに対する答弁を行います。

質 問 順 抽選で決定します。

QA

QA

主
な
質
疑

指
定
管
理

一般質問って何？

№3教えて、
議会のこと！

特 集

令和３年度に新たに導入された除雪車両

南畑地区農林産物処理加工施設

雫石町伝統文化保存伝承交流センター

道の駅 雫石あねっこ

答
申は

や
し

し
ゅ
う
い
ち
ろ
う

ま
つ

き

さ
と

こ
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ここが
聞きたい一般質問町政を問う

10議員が質問

一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

12
ページ

学校等の要望が十分反映
された交通安全対策を

質問者／徳
とく

田
た

幸
ゆき

男
お

 議員

14
ページ

中高生交流促進の
取り組み状況は

質問者／金
かね

子
こ

一
かず

男
お

 議員

14
ページ

企業立地の事業概要
及び規模は

質問者／岡
おか

本
もと

忠
ただ

美
み

 議員

14
ページ 令和４年度予算編成の方針は

質問者／杉
すぎ

澤
さわ

敏
とし

明
あき

 議員

質
問
者
／
徳と

く

田た

幸ゆ
き

男お 

議
員

学
校
等
の
要
望
が
十
分
反
映

さ
れ
た
交
通
安
全
対
策
を

町
長 

検
討
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
る

通
学
路
の
交
通
安
全
確
保
に
特
化
し
た
補
助

制
度
が
来
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
る
が
、
補
助

制
度
の
前
提
と
な
る
も
の
は
合
同
点
検
で
抽
出
さ
れ

た
対
策
、
必
要
箇
所
へ
の
補
助
で
あ
る
。

　
合
同
点
検
で
抽
出
し
た
対
策
箇
所
は
、
学
校
・
行

政
区
・
町
民
等
か
ら
の
要
望
が
十
分
反
映
さ
れ
て
い

る
か
。

対
策
必
要
箇
所
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
雫
石

町
通
学
路
等
安
全
推
進
連
絡
協
議
会
に
お
い

て
協
議
し
、
学
校
や
行
政
区
、
町
民
等
か
ら
の
要
望

を
把
握
し
て
抽
出
し
て
い
る
。

QA お酒、タバコは二十
歳になってから。
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16
ページ

コロナ後のまちづくり、
どう取り組むか

質問者／大
おお

村
むら

昭
しょう

東
とう

 議員

16
ページ

新型コロナワクチンの 65 歳以上
の三回目接種の終了見込は

質問者／西
にし

田
だ

征
まさ

洋
ひろ

 議員

16
ページ 町の ICT 教育の実現とは

質問者／堂
どう

前
ぜん

義
よし

信
のぶ

 議員

18
ページ

メタボリックシンドローム
ワースト１脱却を

質問者／上
うわ

野
の

三
み

四
よ

二
じ

 議員

18
ページ 移住希望者への対策は

質問者／幅
はば

　秀
ひで

哉
や

 議員

18
ページ 雫石農業をどう進めるか

質問者／岩
いわ

持
もち

清
きよ

美
み

 議員

児
童
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

対
策
必
要
箇
所
の
抽
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
実

際
に
通
学
路
を
通
っ
て
い
る
児
童
か
ら
の
意
見

や
要
望
を
聞
い
て
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る

と
考
え
る
が
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
実
施
し
て
い
る
か
。

子
ど
も
た
ち
に
通
学
路
で
の
様
々
な
声
を
聞

い
て
危
険
箇
所
を
確
認
し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
感
想
を
聞
く
よ
う

に
各
学
校
で
は
努
力
を
し
て
い
る
。

来
年
の
成
人
式
は

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
成

人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
へ
と
引
き
下
げ
ら

れ
た
が
、
来
年
の
成
人
式
は
従
来
ど
お
り
20
歳
の
方

を
対
象
と
し
て
成
人
式
を
行
う
の
か
。

18
歳
で
成
人
式
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
名
称
は
検
討
中
で
あ
る
が
、「
二

十
歳
の
つ
ど
い
」
と
い
う
よ
う
な
形
で
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

QQ AA

歩道の設置が待たれる通学路
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質
問
者
／
金か

ね

子こ

一か
ず

男お 

議
員

中
高
生
交
流
促
進
の

取
り
組
み
状
況
は

教
育
長
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
が
引
き
続
き

学
校
と
協
議
し
な
が
ら
支
援
す
る

雫
石
高
校
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
中
高

生
徒
間
交
流
促
進
に
絞
っ
て
見
直
し
を
し
た

が
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況
と
課
題
は
ど
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
新
た
な
取
り
組
み
は
実
施

で
き
な
か
っ
た
。
雫
石
中
学
校
生
徒
会
と
雫
石
高
校

生
徒
会
合
同
の
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
し
た
ほ
か
、

雫
石
中
学
校
３
年
生
が
雫
石
高
校
を
訪
れ
授
業
の
様

子
を
参
観
し
た
。
課
題
は
両
校
で
開
催
で
き
る
日
程

調
整
が
困
難
で
あ
っ
た
事
。
来
年
度
は
早
い
段
階
で

協
議
し
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

質
問
者
／
岡お

か

本も
と

忠た
だ

美み 

議
員

企
業
立
地
の
事
業
概
要

及
び
規
模
は

町
長

酒
造
工
場
及
び
事
務

所
を
建
設
す
る

長
山
地
内
町
有
地
（
※
地
図
参
照
）
へ
の
企

業
立
地
に
伴
い
、
工
場
の
事
業
概
要
及
び
規

模
は
。

菊
の
司
酒
造
株
式
会
社
が
工
場
を
新
設
す
る

計
画
が
あ
る
。
用
途
と
し
て
は
酒
造
工
場
及

び
事
務
所
を
建
設
し
、
操
業
開
始
後
の
従
業
員
数
は

15
名
を
想
定
し
、
う
ち
５
名
に
つ
い
て
は
町
内
在
住

者
の
雇
用
を
確
保
す
る
計
画
で
あ
る
。

質
問
者
／
杉す

ぎ

澤さ
わ

敏と
し

明あ
き 

議
員

令
和
４
年
度
予
算

編
成
の
方
針
は

町
長
町
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
、
重
点
事
業
を
鋭
意
執
り
進
め
る

令
和
４
年
度
予
算
の
重
点
事
業
は
。

鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
推
進
事
業
と
し

て
、
旧
南
畑
小
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
屋
内
射

場
整
備
工
事
費
３
億
４
２
７
６
万
円
、
同
じ
く
旧
南

畑
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
等
整
備
工
事
費
３
６
１
３

万
５
千
円
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
屋
内
射
場
整
備
工
事
監

理
業
務
委
託
料
１
４
３
６
万
６
千
円
な
ど
を
計
上
。

Q

Q

Q

A

A

A

雫石高校への町の
手厚い支援がどれ
だけの人に知られ
ているのか。

雫石工場で作る菊の
司酒造のお酒、早く
のみたいなぁ。

アーチェリー射場
完成後、大会、合
宿等で賑わうこと
を期待します。

こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う
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参
加
を
希
望

し
た
雫
石
高

校
及
び
雫
石
中
学
校

の
生
徒
が
、
延
べ
23

日
間
に
お
い
て
専
門

講
師
に
よ
る
数
学
と

英
語
の
講
義
と
課
題

学
習
の
指
導
を
受
け

た
。 部

活
動
体
験
な
ど
の
取
り
組
み
は

雫
石
高
校
に
は
郷
土
芸
能
委
員
会
や
ボ
ー
ト

部
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
た
実

績
が
あ
る
。
中
学
生
と
の
部
活
動
の
体
験
な
ど
の
取

り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

雫
石
高
校
で
は
中
学
生
一
日
体
験
入
学
の
際

に
郷
土
芸
能
委
員
会
の
活
動
紹
介
が
行
わ

れ
、
目
の
前
で
演
舞
す
る
様
子
を
参
観
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
希
望
す
る
生
徒
に
は
ボ
ー
ト
部
員
に
よ
る

水
上
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
予
定
し
て
い
た
が
、
希
望
者

が
い
な
か
っ
た
た
め
体
験
活
動
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

公
営
塾
の
実
施
状
況
は

令
和
３
年
度
、
中
高
連
携
の
公
営
塾
を
開
設

し
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
実
施
状
況
は
ど
う

か
。

町
へ
の
経
済
効
果
は
。

新
た
な
就
業
の
場
が
生
ま
れ
、
町
民
の
雇
用

機
会
が
確
保
さ
れ
る
。
町
内
事
業
者
と
の

連
携
に
よ
る
新
た
な
特
産
品
の
開
発
や
、
酒
造
工
場

の
見
学
会
な
ど
観
光
資
源
と
し
て
誘
客
も
期
待
さ
れ

る
。
町
内
の
事
業
者
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
生
ま
れ
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

農
業
振
興
の
取
り
組
み
は

農
業
者
に
対
し
経
営
継
続
支
援
は
。

主
食
用
米
生
産
者
に
対
す
る
緊
急
支
援
対
策

や
、
国
や
県
の
各
種
施
設
設
備
導
入
事
業
、

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
国
や
県
、
関
係
機
関
や
団
体
の
動

向
を
注
視
し
、
情
勢
を
踏
ま
え
必
要
な
支
援
を
行
う
。

移
住
定
住
と
少
子
化
対
策
の
推
進
は

令
和
４
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
、
若
者
の

移
住
定
住
、
少
子
化
対
策
と
あ
る
が
そ
の
理

由
は
。

令
和
３
年
度
、
町
内
の
出
生
者
数
が
5０
人
前

後
と
な
っ
て
い
る
。
町
の
将
来
を
考
え
る
と
、

子
育
て
世
代
の
移
住
定
住
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
少

子
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
、重
点
事
業
と
し
た
。

鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
振
興
計
画
は

鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
を
魅
力
化
す
る

具
体
策
は
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
屋
内
射
場
は
、
全
天
候
型

の
長
距
離
射
場
で
あ
り
、
合
宿
な
ど
選
手
育

成
に
向
け
た
活
動
の
場
と
し
て
整
備
す
る
。
校
舎
は
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
常
設
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
、
体

育
館
は
、小・中
学
生
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ス
キ

QQ

QQ

QQ

AA

AA

AA

中学生と交流が進む雫石高校

ル
ア
ッ
プ
が
で
き
る

場
所
と
し
て
活
用
。

ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
場
所
と

な
る
こ
と
か
ら
、
合

宿
や
大
会
を
誘
致
す

る
こ
と
に
よ
り
鶯
宿

温
泉
の
振
興
に
つ
な

が
る
よ
う
努
め
る
。

鶯宿温泉スポーツエリア整備計画図
（旧南畑小学校校舎等の整備計画図）

ゲートボール場

日赤鶯鳴荘

グラウンド
ゴルフ場整備

駐車
場整
備

（8ホール×
2コース）

アーチェリー
屋内射場建設

町道

（校庭）
防矢ネット

体育館 （校舎）

トランポリンスペース等整備

県道盛岡鶯宿温泉線

鶯宿温泉スポーツエリア整備計画図
（旧南畑小学校校舎等の整備計画図）

雫石環状線

民宿長助

旧
上
長
山
小
学
校

民
宿
杉
清
荘

グ
ラ
ウ
ン
ド 内

川
橋

早坂森

民宿坂井荘

●

● ●

●

●

県
道
雫
石
　東
八
幡
平
線

㈲
岡
森
建
設

作
業
場

建
設
予
定
地

建
設
予
定
地
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質
問
者
／
大お

お

村む
ら

昭し
ょ
う

東と
う 

議
員

コ
ロ
ナ
後
の
ま
ち
づ
く

り
、
ど
う
取
り
組
む
か

町
長
住
民
の
参
加
と
関
係
機
関
・

団
体
と
協
働
し
進
め
て
い
く

「
地
域
の
未
来
」そ
の
も
の
で
あ
る
子
ど
も
や

若
者
、子
育
て
世
代
を
ど
う
守
って
い
く
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
様
々
な
活
動
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
化
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
進
展
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
生
活

様
式
の
確
立
や
行
動
変
容
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
変
化
の
激
し
い
時
代
に
子
ど
も
た
ち
や
若
者
、

子
育
て
世
代
を
守
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

に
は
住
民
、
民
間
及
び
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

を
共
有
し
、
連
携
や
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

質
問
者
／
西に

し

田だ

征ま
さ

洋ひ
ろ 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
６５
歳
以
上

の
三
回
目
接
種
の
終
了
見
込
は

町
長

３
月
中
旬
と
見
込
ん
で

い
る６５

歳
以
上
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

っ
た
が
、
終
了
見
込
は
い
つ
ご
ろ
か
。

３
回
目
接
種
は
町
内
５
医
療
機
関
で
個
別
接

種
と
し
て
１
月
31
日
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

終
了
時
期
は
お
お
む
ね
３
月
中
旬
と
見
込
ん
で
い
る
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
制
度

の
見
直
し
、
町
の
対
応
は

２
０
２
２
年
度
か
ら
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
制
度
が
見
直
さ
れ
た
が
、
町
は
ど
う

見
て
い
る
か
。
農
家
全
体
の
収
入
減
収
額
は
。

質
問
者
／
堂ど

う

前ぜ
ん

義よ
し

信の
ぶ 

議
員

町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

実
現
と
は

教
育
長

情
報
活
用
能
力
を
育
成

す
る
こ
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
目
指
す
の
か
。

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
か
ら
調
べ
て
み
た
い
、

学
ん
で
み
た
い
と
い
う
こ
と
に
、
端
末
を
利

用
す
る
授
業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
教
育
レ
ベ

ル
、
教
育
効
果
が
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

農福連携、障がい
者福祉農園、政策
実現望む。

子ども達へのコロナ
ウイルスワクチン接
種、早くやって！！

ＤＭＯ成功のカギは
人。ＯＪＴに頼らない
観光人材の育成が重
要だな。

こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う
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I
C
T
環
境
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
と
思
う

が
教
育
現
場
で
は
混
乱
し
な
い
か
。

I
C
T
教
育
は
、
今
後
子
ど
も
た
ち
が

I
C
T
を
使
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
う
え
で

大
事
な
教
育
の
役
割
だ
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
も
先

生
方
に
指
導
力
の
差
が
出
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

地
域
活
動
活
性
化
起
業
人
の
活
動
状

況
は

令
和
３
年
度
か
ら
派
遣
さ
れ
た
地
域
活
動
活

性
化
起
業
人
の
活
動
状
況
は
。

今
年
度
地
域
活
性
化
に
向
け
こ
の
制
度
を
活

用
し
２
社
か
ら
１
名
ず
つ
の
計
２
名
派
遣
さ

れ
て
い
る
。
１
名
は
「
株
式
会
社
ル
ネ
サ
ン
ス
」
か

ら
派
遣
さ
れ
、
鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
振
興
計

画
の
策
定
や
生
涯
健
幸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
く
町

民
の
健
康
増
進
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
１

名
は
「
A
N
A
あ
き
ん
ど
株
式
会
社
」
か
ら
派
遣
さ

れ
、
観
光
事
業
の
他
、
A
N
A
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

体
制
の
整
備
を
担
当
し
て
い
る
。

未
来
を
先
取
り
す
る
農
山
村
づ
く
り
は

農
山
村
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
実
を
見
据

え
、
コ
ロ
ナ
後
を
先
取
り
し
た
、
暮
ら
し
を

支
え
る
農
山
村
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

新
た
な
作
物
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
生
産

者
、
作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
農
業
機
械

の
自
動
化
に
取
り
組
む
生
産
者
、
地
域
が
主
体
と
な

り
ほ
場
の
大
区
画
化
や
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
組
織
を
今
後
も
支
援
し
て
い
く
。

減
反
が
強
化
さ
れ
る
中
で
、
栽
培
規
模
の

大
き
な
生
産
者
や
生
産
組
織
、
団
体
に
一
定

規
模
の
面
積
の
作
物
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
新

た
に
賛
同
者
に
よ
る
会
員
制
の
互
助
制
度
組
合
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
か
。

飼
料
用
米
の
複
数
年
契
約
加
算
無
し
、
５
年

間
水
稲
栽
培
を
し
な
い
場
合
の
交
付
対
象
水

田
か
ら
の
除
外
、
永
年
性
牧
草
は
播
種
し
な
い
場
合

は
減
額
と
な
る
な
ど
の
制
度
改
正
は
農
家
へ
の
周
知

期
間
が
な
く
、
生
産
現
場
で
は
農
業
経
営
継
続
を
懸

念
し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
国
に
現
場
の
声
を
伝
え

る
と
と
も
に
詳
細
要
件
を
確
認
し
て
い
る
。
令
和
３

年
度
取
組
実
績
か
ら
農
家
全
体
の
試
算
で
、
約
１
億

７
６
０
０
万
円
の
収
入
減
少
と
な
る
。

Q

QQ

QQ

A

AA

A

AA

町内でも徐々に進む農業機械の自動化

持続可能な農業に

農
地
の

貸
し
手

と
借
り
手
の
関

係
が
成
り
立
た

な
く
な
っ
て
き

て
い
る
今
の
状

況
は
大
き
な
課

題
と
考
え
て
い

る
。
課
題
解
決

の
た
め
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

御所小のタブレットを活用した授業

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
支
援
は

高
齢
者
へ
難
聴
対
策
と
し
て
補
聴
器
購
入
費

補
助
は
必
要
で
は
な
い
か
。

各
窓
口
や
自
宅
訪
問
時
に
相
談
が
あ
れ
ば
必

要
に
応
じ
て
医
療
機
関
の
受
診
を
勧
め
て
い

る
。
受
診
結
果
が
難
聴
の
場
合
、
身
体
障
害
者
手
帳

交
付
手
続
き
後
、
補
装
具
費
支
給
制
度
に
よ
り
、
補

聴
器
購
入
費
用
を
支
給
し
て
い
る
。
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
、
高
額
医

療
ワ
ー
ス
ト
１
脱
却
を
。

後
期
高
齢
者
の
健
康

診
断
受
診
率
は
高
い

が
特
定
健
診
受
診
率
は
目
標

値
を
下
回
っ
て
い
る
。
特
定

保
健
指
導
を
行
っ
て
い
る
が

実
施
率
が
低
い
傾
向
で
生
活

習
慣
の
改
善
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
。令
和
３
年
度
よ
り
、

健
康
づ
く
り
動
画
を
作
成
し
後期高齢者医療にかかる 1 人あたりの医療費の推移
順位 平成3０年度 令和元年度 令和２年度

市町村 医療費（円） 市町村 医療費（円） 市町村 医療費（円）
1 雫石町 933,7５1 雫石町 93６,６9６ 雫石町 912,912
2 盛岡市 881,4０5 盛岡市 892,5０6 矢巾町 9００,０62
3 西和賀町 867,52０ 大槌町 882,342 盛岡市 864,38０
4 滝沢市 853,488 滝沢市 865,０85 大槌町 859,335
5 矢巾町 851,963 矢巾町 853,1０5 紫波町 84０,194

県平均 763,692 772,923 755,225
※岩手県後期高齢者医療広域連合作成「岩手県後期高齢者医療の概要」より抜粋

質
問
者
／
上う

わ

野の

三み

四よ

二じ 

議
員

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
ワ
ー
ス
ト
１
脱
却
を

町
長
最
重
要
課
題
と
捉
え
て
い
る

質
問
者
／
幅は

ば　
秀ひ

で

哉や 

議
員

移
住
希
望
者
へ
の

対
策
は

町
長

住
居
が
必
要
な
要
素

移
住
希
望
者
は
住
居
が
あ
る
こ
と
が
絶
対
条

件
と
考
え
て
い
る
。
町
は
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

移
住
に
際
し
て
気
が
か
り
に
な
っ
て
い
る
こ

と
と
し
て
、
住
居
を
挙
げ
た
割
合
が
約
４
割

を
占
め
て
い
る
。
移
住
定
住
対
策
に
は
住
居
が
必
要

な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

子
育
て
世
代
に
対
象
を
絞
り
空
き
家
等
の
リ

フ
ォ
ー
ム
や
町
営
住
宅
の
新
築
な
ど
住
環
境

を
整
備
し
、
家
賃
低
減
化
な
ど
の
施
策
は
。

空
き
家
改
修
等
補
助
金
は
、
子
育
て
世
代
が

利
用
す
る
場
合
は
、
補
助
額
を
上
限
5０
万
円

質
問
者
／
岩い

わ

持も
ち

清き
よ

美み 

議
員

雫
石
農
業
を

ど
う
進
め
る
か

町
長

持
続
可
能
な
地
域
農

業
の
維
持
、
発
展
に
努
め
る

令
和
４
年
度
に
向
け
た
転
作
方
針
は
。

令
和
３
年
度
産
実
績
か
ら
さ
ら
に
約
63
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
転
作
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
転

作
作
物
と
し
て
飼
料
用
米
を
推
進
し
、
併
せ
て
農
家

個
々
に
取
り
組
ん
で
き
た
転
作
作
物
の
維
持
継
続
を

支
援
し
て
い
く
。

国
か
ら
減
反
、
転
作
の
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
の
制
度
見
直
し
が
発
表
さ
れ
た
が
。

こ
れ
ま
で
国
の
需
給
調
整
の
た
め
転
作
に
取

り
組
ん
で
き
た
現
場
の
意
見
を
踏
ま
え
、
関

Q

Q

QQ

Q

A

A

AA

A

統一した健康管理
台帳を作り、健康
維持・改善指導
やってよ。

学校と家庭、福祉が
連携すれば、子供た
ちを救える・・はずな
んですが。

水田活用の直接支払
交付金の見直し。農
家は怒り心頭。

こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う
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係
機
関
や
団
体
と
と
も
に
新
制
度
の
見
直
し
を
国
に

強
く
訴
え
て
い
く
。

農
地
維
持
の
施
策
は
。

今
回
の
制
度
見
直
し
に
伴
い
、
農
地
の
遊
休

化
や
荒
廃
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
農
業
委
員
会

を
は
じ
め
、
岩
手
県
農
業
公
社
や
土
地
改
良
区
を
中

心
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

消
防
団
員
の
待
遇
改
善
は

消
防
庁
は
令
和
４
年
度
か
ら
消
防
団
員
の
待

遇
改
善
を
指
示
し
た
と
し
て
い
る
が
、
ど
う

変
わ
る
か
。

令
和
４
年
度
か
ら
団
員
報
酬
や
支
給
方
法
の

見
直
し
を
行
う
。
今
後
は
消
防
団
と
協
議
し
、

必
要
と
考
え
て
い
る
。

現
体
制
で
の
往
診
対
応
は
可
能
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
ワ
ク

チ
ン
、
治
療
薬
が
将
来
各
医
療
機
関
で
使
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
現
診
療
所
の
体
制
で

往
診
対
応
は
可
能
か
。

国
、
県
の
指
針
に
基
づ
い
て
診
療
を
行
う
が
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
分
類
に

な
れ
ば
、
現
体
制
で
も
往
診
対
応
は
可
能
と
考
え
て

い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
る
ほ
か
、あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
る
意
識
啓
発

を
行
っ
て
い
く
。

　
医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
多
剤
投

薬
等
に
対
す
る
健
康
状
態
の
確
認
や
保
健
指
導
を
実

施
す
る
な
ど
、
保
健
師
に
よ
る
対
象
を
絞
っ
た
個
別

指
導
を
行
う
。

公
募
し
て
い
る
医
師
の
専
門
科
目
は

町
立
診
療
所
で
医
師
一
人
を
公
募
し
て
い
る

が
、
専
門
科
目
は
。

募
集
要
項
で
は
、
特
に
科
目
を
特
定
し
て
い

な
い
が
、
町
民
の
疾
病
状
況
を
見
る
と
内
科

系
の
高
血
圧
症
と
糖
尿
病
、
脂
質
代
謝
異
常
症
や
整

形
外
科
系
の
四
肢
や
関
節
の
慢
性
疾
患
、
外
傷
が
増

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
疾
患
に
対
応
す
る
科
目
が

か
ら
1
0
0
万
円
に
増
額
し
て
支
援
し
て
い
る
。
町

営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
新
高
前
田
住

宅
の
場
所
に
集
約
し
て
、
多
様
な
世
代
の
ニ
ー
ズ
へ

対
応
し
た
住
宅
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

QQ

Q

QQ

AA

A

AA

移住定住を支援するため整備を検討している町営住宅

町民の命とくらしを守る消防団

今
の
時
代
に

合
わ
せ
た
消

防
団
行
事
の

見
直
し
や
処

遇
改
善
と
負

担
軽
減
に
よ

る
、
入
団
し

や
す
く
活
動

を
継
続
し
や

す
い
環
境
を

整
え
て
い
く
。

要
保
護
児
童
※
の
調
査
は

要
保
護
児
童
に
該
当
す
る
児
童
生
徒
の
調
査

結
果
は
。

町
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
と
し
て
現
時

点
で
把
握
し
て
い
る
の
は
、
保
護
者
か
ら
の
身

体
的
虐
待
等
の
疑
い
の
支
援
対
象
は
22
件
、
要
支
援

児
童
と
し
て
支
援
必
要
家
庭
の
ケ
ー
ス
は
27
件
で
あ
る
。

※�

要
保
護
児
童
：
保
護
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
が
不
適
当
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
及
び
保
護
者
の
い
な
い
児
童
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調査
3

令和３年度運営状況
しずくいしアグリリサイクル
センター視察

　３月４日、しずくいしアグリリサイクルセンター
の運営状況、今後の課題などの説明を受けました。
令和３年度運営状況は、利用農家数に変化はないが
受入量が減少した一方、良質な堆肥が生産され、売
れ行きは好調であった
とのことです。課題と
しては施設・機械・車
両等の老朽化による稼
働停止や修繕費の増大
が挙げられました。

総務産業常任委員会
［大村昭東委員長］

教育民生常任委員会
［堂前義信委員長］

調査
1

経済支援
コロナ禍における
宿泊・飲食事業者

　３月４日、所管課である観光商工課より宿泊・飲
食事業者に対する今後の経済支援を聞き取り調査し
ました。「いわて旅応援プロジェクト」同様に、観光
客の宿泊代金等の割引を検討しています。「歩く観光
資源」掘り起こしのためトレッキングマップを作成
し、町内の消費につなげる計画である事を確認しま
した。

調査
1

タブレット端末の活用
西山小学校の状況と課題

　１月21日、西山小学校でのタブレット端末を活用
した授業を視察見学してきました。はじめに菊池春
夫校長から活用状況や課題などの説明を受け、実際
に教室での授業を視察しました。課題としては町内
５校のどの小学校でも同じレベルの ICT教育が受け
られるよう、先生方の連携が必要なことと、多くの
端末をインターネットに接続した際、通信速度が遅
くなるといった事が挙げられました。

調査
2

雫石版観光地域づくり法人（DMO）
今後の取り組み

　３月４日、所管課である観光商工課より雫石版
DMOの取り組みについて、聞き取り調査しまし
た。「リマーケティング広告事業（一度ＷＥＢサイト
に訪れたユーザーに対し広告を表示させてピンポイ
ントにアプローチを行う事業）」や、日本山岳ガイ
ド協会の資格取得など登山ツアー旅行商品の拡充と
併せて、３年以内に観光庁から示されている「登録
DMO」の取得要件を満たしていく予定です。

調査
2

放課後児童クラブ
七ツ森学童保育

「もりもりクラブ」完成
　１月21日、七ツ森小学校敷地内に完成した放課後
児童クラブ「もりもりクラブ」を視察しました。こ
れまで七ツ森小学校の放課後児童クラブは小学校か
ら離れた東町団地内にあり、利用する児童たちの安
全性が問題視されていました。これを解消するため
以前、御所小学校で放課後児童クラブとして利用さ

調査
4

管理状況
コテージむら管理センター視察

　３月４日、コテージむら管理センターの活用状況
を確認しました。コテージむら住民の集会・サーク
ル活動の場として活用され、農業公社主催のいわて
新農業人チャレンジファームや「雫石町体験農園」
貸農園の利用状況も確認しました。

売れ行きが好調な堆肥

　また、西山小学校
のトイレ改修が完了
したので合わせて視
察しました。とても
明るく広く改修され
ました。

ICT 教育で変わる授業風景 移設で親も子どもたちも安心して利用

れていたプレハ
ブを七ツ森小学
校敷地内に移設
し活用している
ものです。施設
が学校敷地内と
なり児童たちも
安心して利用で
きています。
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議会モニター会議
　１月31日に開催の議会モニター会議の意

見等について協議、検討し、対応等の回答を取りま
とめ、２月17日の議員全員協議会に報告、協議後、
２月22日にホームページに「議会モニター会議の意
見等に係る回答」を掲載しました。

議会検証会実施要領
　議会検証会実施要領について協議し、検

証会用アンケートに「定例会の反省事項」、「その他」
の項目を加えることなどの改正を取りまとめ、議員
全員協議会に諮り、議員全員の賛成を得て、本３月
定例会の検証会から実施することとしました。

ウクライナ侵攻に対する抗議の決議
　ロシアによるウクライナ侵攻に対し、抗

議の意を表明するための決議について協議し、議員
全員協議会に諮り、議員全員の賛成を得て、３月8
日の定例会で全員起立により可決しました。

広報広聴常任委員会
［古舘謙護委員長］

議会運営委員会
［杉澤敏明委員長］

議会だより
第 3６ 回町村議会広報全国コンクール
金賞受賞
　しずくいし議会だより第 117 号が表紙デザイン賞
で、全国１位の金賞を獲得しました。全国 317 町村
議会から応募があり、その中からの栄冠でした。ご
協力いただいた方々に心より感謝申し上げます。
○令和４年１月 11 日、17 日、20 日
　議会だより第 12０ 号編集会議を開催。また、議会
報告会の開催に向け検討しました。
○令和４年１月 27 日
　議会だより第 12０ 号発行。
○令和４年２月 17 日
　議会だより第 121号の編集について協議しました。 全国１位

○令和４年２月 2４ 日
　議会だより第 121号の割り付け及び閉会中の継続
調査について協議しました。

協議
1

協議
2

協議
3

　令和４年１月31日に雫石町議会モニター会議が開催され、町民に開
かれた議会、分かりやすい議会を目指していくうえで、とても貴重な
ご提言を頂きました。
　今後もご提言等を活かしながら、円滑な議会運営に取り組んでいき
たいと思います。
　主な意見と回答は、下記の通りです。

■本会議・委員会の傍聴環境について
　公開非公開は、誰の権限で決まるのか。定例会の議事録は公開され
ているが、全協等の議事録はどうなっているか。
　会議の公開非公開の決定は、議長又は会議の長が会議に諮って決め
ています。全協等の議事録は、作成していますが要点筆記としています。
■議会ホームページについて
　一般質問で同じ内容の質問が多い。事前に調整して、別の質問に振
り分ける等の調整は出来ないか。
　会派がなく、代表質問が出来ないという現状があります。同じ質問
が重なることは、課題として捉えていますので、今後、議会運営委員
会で検討していきます。

■インターネットによる議会中継
　議会中継のホームページ掲載の状況は。
　オンラインで生中継するほか、開催日から２週間以内に録画を掲載
しています。
■議会だよりについて
　特集ページもこれまでの取り組みを掲載するとともに町民の意見を
聞いており、非常に良い。町民の意見を掲載すれば、少なくともその
人は広報に目を通す。自分たちの広報誌と認識する。一般質問のペー
ジも以前より見やすくなった。
　これからも、できるだけ町民の皆様に登場していただくよう広報編
集に努めます。
■議会として取り組むべき政策課題について
　青年議会、子ども議会等開催しては。前回の開催から 10 年以上経
過している。町民の意見を取り込む時期に来ているのでは。
　町当局とも相談し、検討していきます。
■その他
　2020 年に施策評価や議会改革を行い評価シートを公表しているが、
2021 年は。
　2021年も実施しています。議会の自己評価シートは、8月頃の公
表を予定しています。

議会に提言！　議会モニター
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Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
｜
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
ま
し
た

V O C E
議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴くVOICEシリーズ。

今回は「しずくいしの宝物は？」です。

皆さんの声を聞きました

No.16V O C E
議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴くVOICEシリーズ。

今回は「しずくいしの宝物は？」です。

皆さんの声を聞きました

No.16

三
み
河
かわ
　直
なお
樹
き
さん（45歳・町場）

川遊びが楽しめる矢
や

櫃
びつ

地区水辺園地
　御所湖広域公園矢櫃地区水辺園地は、矢
櫃川の清流を活かした水辺空間２カ所と周辺
を取り巻く林で構成されています。夏は絶好
の川遊びスポットで、子ども連れの家族で賑
わっています。今、自然の川で遊べるところ
は、正に「しずくいしの宝物」
だと思っています。

櫻
さくら
田
だ
　美

み
智
ち
子
こ
さん（54歳・駒木野）

わくわくする町　しずくいし
　岩手山をはじめ、豊かな自然に恵まれて春
は山菜、新緑、田畑には一年の作物が植えら
れ、鏡のような水田。梅雨になれば綺麗な虹、
夜はホタルが飛び回る。秋は紅葉、キノコ、
あっという間に一年が過ぎ去ってしまうほど
楽しい町。季節を感じながら暮らせるところ
が宝物。最後に夜の星空も鮮やかですよ。

煙
けむやま
山　千

ち
秋
あき
さん（39歳・鴬宿）

自然と町に住む人
　きれいな自然と雫石に住む人が好きです。
　たくさんのきれいな山や四季折々の美しい
景色。
　この町に住む家族のような温かい人たちが好
きです。町にはたくさんの魅力ある物・場所・
人々であふれています。きれいな自然と温かい
人たちであふれるこの町に私は夢中です。

佐
さ
藤
とう
　英
ひで
士
し
さん（59歳・林）

元気な子どもたち
　雫石の宝物はと聞かれれば、やはり元気な
子どもたちだと思います。元気に遊んでいる
孫の姿を見ていると、自分も元気になります
し、明るい気持ちになります。将来、この子
たちがこの町を元気に明るくしてくれること
を期待し、成長を見守っていきたいと思いま
す。
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ふ
る
さ
と
へ
の
便
り
�

昭和 25年生まれ。御所・安庭出身。埼玉県ふじみ野市在住。安庭小→御所中→盛岡一高→岩手大学工学部卒→㈱チノー、在
京盛岡広域産業人会創設会長、雫石町観光大使

　私は西山村五区の右門治
（屋号）で生まれた。国民学
校に入学して間もなく太平洋

戦争が始まった。物資不足で入学時の服装はまちま
ちで和服と下駄履きの人もいた。学校屋内は草履ば
きが多く冬も裸足の人もいた。登校し校門をくぐる
と左手に安置している奉安殿（天皇陛下の写真を置
いてある所）に再敬礼してから校舎に入った。終戦
近くなると村の上空にもＢ 29が飛来してきた。白
壁は空襲されるからと、終戦一日前に黒ペンキを
塗った家もあった。戦後は食料不足で生徒も集団で
荒れ地を木の根っこを引き抜いて開墾しそばをつく
りました。学校ではたまに無声映画がきて先生が活
動弁士をしてくれ紙芝居も学校巡回してくるのが楽
しみだった。敗戦後小岩井農場に天皇陛下の行幸が
あり全生徒が動員されたが頭を下げたままバンザイ
したので顔をみなかったのが残念です。私が住む秦

野市は神奈川県西部に位置し、新宿から小田急線で
１時間程度、丹沢を背に登山も楽しめます。サラリー
マン生活を終え、現在はテレビでのスポーツ観戦や
散歩が日課です。最後にふるさと雫石町の発展を祈
念しております。

　在京雫石町友会もコロナ禍
で会合できず、ただでさえ高
齢化が進むふるさと会にあっ

て、このまま会えないうちに体調がすぐれなくなる
人が出るのではと心配している。感染が収まった昨
年 12月初めに青森市の幸畑墓苑に大叔父兼松の墓
参に出掛けた。120年前の陸軍青森歩兵第五聯隊「八
甲田山雪中行軍訓練」で 210 人中 199 人が死亡、
多くは岩手県人だった。墓石の配列は、見事に当時
の階級そのもので、大きさも階級に応じて大～中～
小となっていた。青森市に宿泊し、翌日帰るのには
やぶさではなく、奥羽本線特急つがる号で秋田経由、
こまちで帰ることにした。八甲田山や岩木山を眺め
つつ、大曲で進行方向が変わって岩手に入ると明る
さが一変、車窓に張り付きになった。駒ヶ岳から高
倉山、犬倉山、鬼ヶ城を経て岩手山頂からスーッと
下る稜線、雫石はなんと美しいのだろう！

　いま住む埼玉県ふじみ野市では環境審議会委員ほ
かボランティアざんまい。岩手大学の経営協議会委
員も６年務めているが、大学経営は大変厳しい状況
に直面している。コロナが無ければ頻繁にふるさと
に通い♨を楽しむが、SNS で代替しながら今度行
くときは長山のカフェや蕎麦を楽しもうと決めてい
る。

昭和９年生まれ。国民学校－西山中学校－盛岡一高雫石分校－岩手大学－神奈川県職員－㈱ダイヤコンサルタント－㈱フロン
ティア土木設計事務所。神奈川県秦野市在住。

秦野市街の眺望（中央は富士山）

幸畑墓苑

在京雫石町友会会員　坂
さか

井
い

　康
やす

男
お
さん

ふるさとの思い出

在京雫石町友会副会長　澤
さわ

藤
ふじ

　隆
りゅういち

一さん

ふるさとへの便り
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写真左から
長女　結

ゆ

羽
あ

さん（7歳）
三女　希

き

渉
ほ

さん（1歳）
二女　羽

は

希
ずき

さん（5歳）

なかよしシリーズ⑯

自宅のリビングにて
後列左が妻の瑠

る り

璃さん（旧姓：岩持・25歳）
前列左：彪

あや

人
と

さん（6歳）
前列右：心

み ゆ

結さん（４歳）

伊
い
勢
せ
祐
ゆう
記
き
さん、亜

あ
弥
や
さん（片子沢）のお子さんの

とてもかわいい3姉妹です。
将来の夢は何ですか？
　長女　結羽さん（7歳）：看護師さん
　二女　羽希さん（5歳）：駄菓子屋さん
　三女　希渉さん（1歳）：�元気なやさしい子

（両親の願い）

平
ひら

岡
おか

　拓
たく

也
や

さん（26歳）｜和野｜※秋田県仙北出身
ご縁があり、雫石町民になった

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（1月～３月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

1月 0件 0円 2件 8,000 円

２月 0件 0円 0件 0円

３月 1件 22,000 円 0件 0円

合計 1件 22,000 円 2件 8,000 円

※議会の動きはHPに掲載しています。

■�編集デスク
　このたび、しずくいし議会だより№117 号が全国町村議
会広報コンクール（令和 3年度）において、「表紙デザイ
ン部門」で名誉ある金賞（第 1位）を受賞しました。昨年度、
議会だよりを大幅にリニューアルした結果を評価して頂き大
変嬉しく思っています。また、これまで表紙写真にご協力を
いただいた方々に改めて深く感謝申し上げます。
　今後もより一層「見やすく」「わかりやすく」「手に取って
もらえる」議会だよりとなるよう努力していきますので、皆
様のご協力をお願いいたします。
� （広報公聴常任委員　横手寿明）

発行責任者（議長）／加藤眞純
　　　編集委員長／古舘謙護
　　　　副委員長／坂井尚樹

編集委員／横手寿明・幅　秀哉
　　　　　岡本忠美・徳田幸男
　　　　　金子一男
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手
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岩
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郡
雫
石
町
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刈
田
5番
地
1

今月の

� 表紙

Q お二人の馴れ初めは？

A 共通の知人を通じて。

Q 雫石町に暮らしてみて、いかがですか？

A スポーツが盛んです。

Q 町に望むことは？

A 商業施設の発展と学生や高齢者が使用しやすい
交通の便の改善。老若男女問わず、暮らしやす
い町になってほしいと思います。
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